
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て

鈴

木

恵

一
､
は
じ
め
に

小
林
虎
三
郎
の
　
｢
米
百
俵
｣
　
の
逸
話
で
名
高
い
長
岡
藩
国
漠
学
校
の

流
れ
を
汲
む
､
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
ふ
る
さ
と
教
室
所
蔵
文
献
に

つ
い
て
へ
　
7
九
九
七
年
t
二
月
九
･
7
五
･
H
二
日
の
三
日
間
､
親
し

-
調
査
す
る
機
会
を
得
た
｡
当
初
の
予
定
で
は
､
引
き
続
い
て
長
岡
市

立
図
書
館
互
尊
文
庫
･
長
岡
市
立
日
越
小
学
校
所
蔵
文
献
な
ど
の
調
査

を
行
っ
て
､
徳
川
時
代
の
藩
校
(
長
岡
藩
校
崇
徳
館
)
　
に
お
け
る
角
筆

使
用
の
実
態
を
垣
間
見
る
目
論
見
で
あ
っ
た
が
､
そ
の
後
な
か
な
か
そ

の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
へ
　
言
わ
ば
無
為
に
五
年
が
経
過

し
た
｡
し
か
し
て
へ
現
時
点
で
は
未
だ
全
体
像
を
掴
み
得
る
段
階
に

至
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
､
ま
ず
本
体
た
る
阪
之
上
小
学
校
所
蔵

の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
整
理
し
､
こ
こ
に
中
間
ま
と
め
と
い
う
形
で
そ

の
責
の
t
端
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
｡

調
査
は
'
三
日
間
と
も
新
潟
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
学
生
　
(
当

時
)
､
木
山
田
哲
也
･
佐
野
　
(
現
姓
田
中
)
　
百
合
子
･
菅
谷
内
敦
･
鈴

木
(
硯
姓
倉
島
)
庸
子
･
演
崎
裕
子
･
古
川
原
(
硯
姓
小
金
滞
)
佳
莫
･

山
本
寛
ら
諸
氏
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
｡
ま
た
へ
　
調
査
に
際
し
て
は
､

殖
粟
敏
夫
教
頭
(
当
時
)
　
を
始
め
と
す
る
阪
之
上
小
学
校
の
教
職
員
の

皆
様
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
｡
右
の
方
々
に
､
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
｡

二
へ
　
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
文
献
の
概
要

{
-
)

｢
阪
之
上
小
学
校
蔵
古
籍
日
録
｣
に
よ
れ
ば
､
阪
之
上
小
学
校
所
蔵

文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
､
旧
長
岡
藩
校
崇
徳
館
か
ら
国
漠
学
校
に
､
更
に

同
小
学
校
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
如
-
で
あ
る
｡
明
治
以
降
､
国
漢
学

校
･
阪
之
上
小
学
校
は
三
度
の
火
災
に
遭
い
､
幾
ば
-
か
の
書
籍
が
失

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
､
そ
れ
で
も
本
目
録
に
は
漢
籍
t
〇
二
点
､
国

】si:

書
五
六
点
が
登
録
さ
れ
て
い
る
｡
私
ど
も
の
調
査
に
お
い
て
も
そ
の
ほ

と
ん
ど
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
､
国
書
の
う
ち
　
『
古
語

拾
遺
』
　
(
目
録
番
号
｣
5
)
　
『
八
紘
通
誌
』
　
(
同
　
　
は
遂
に
見
出
せ
ず
､

巻
数
が
揃
わ
な
い
も
の
も
相
当
数
あ
っ
た
｡
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し
か
し
'
こ
れ
と
は
別
に
'
右

｢目
録
｣
へ
の
記
載
漏
れ
か
'
あ
る

い
は
そ
の
後
の
収
蔵
図
書
と
見
ら
れ
る
三
二
点
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

(3)

も
判
っ
た
｡
こ
の
三
二
点
の
漢
籍
と
国
書
の
比
は

一
対
三

!
で
あ
る
｡

大
半
は
明
治
以
降
の
教
科
書
類
で
あ
る
が
へ
唯

l
の
漢
籍

『昏
経
』
を

含
む
三
点
は
江
戸
時
代
の
刊
本
で
あ
っ
て
'
し
か
も

｢長
岡
藩
圃
漠
学

校
圃
番
｣
｢長
岡
藩
洋
学
校
｣
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､

国
漠
学
校
に
由
来
す
る
書
籍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
｡

何
れ
に
せ
よ
'
結
果
的
に
は
漢
籍

1

0
≡点
･
国
書
八
五
点
､
都
合

一
八
八
点
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
O

三
､
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献

本
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
は
､
全
部
で
二
二
点
で
あ

る
｡
次
に
そ
の
書
誌
を
掲
げ
る
｡
配
列
は
'
徳
島
文
理
大
学
教
授

(広

島
大
学
名
誉
教
授
)
小
林
芳
規
博
士
の
も
と
に
あ
る
｢角
筆
文
献
台
帳
｣

に
登
録
さ
れ
た
'
所
謂
角
筆
文
献
番
号
順
と
す
る
｡
た
だ
し
'
便
宜
的

に
整
理
上
の
通
し
番
号
を
付
し
た
｡

各
文
献
に
つ
い
て
の
記
事
は
'
｢通
し
番
号
｣
｢書
名

(外
題
を
原
則

と
す
る
)｣
に
引
き
続
い
て
､
①
角
筆
文
献
番
号

②
阪
之
上
小
学
校

図
書
番
号

③
員
数

(冊
数
)

④
書
写
ま
た
は
板
行
年
時

⑤
装
丁

⑥
寸
法

⑦
郭
の
形
態

⑧
外
題

(題
寮
の
有
無
)

･
内
題

･
尾
題

･

版
心
記

⑨
刊
記

･
奥
書

⑲
古
印
記

⑪
伝
来
の
番
人

⑫
訓
点
の

内
容

⑲
発
見
者

･
調
査
者
と
発
見

･
調
査
年
月
日
tを
示
し
て
あ
る
｡

-

史
記
評
林

①

[二
三
四
五
]

②
阪
之
上
小
50
･
1
-
5

③

全
二
四
冊

④
延
宝
二
年

二

六
七
四
)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(朝

鮮
綴
)

⑥
縦
二
六

･
九
糎
×
横

1
八

･
四
糎

⑦
単
郭

二

部
双

郭
)

⑧
外
題

･
内
題
-
史
記
評
林

(原
題
寮
あ
-
)､
版
心
記
･-

史
記
､
尾
題
-
な
し

⑨
延
賓
二
甲
寅
暦
仲
夏
吉
辰
/
洛
陽
寺
町
通

本
能
寺
前
/
八
尾
甚
四
郎
友
春
重
刊

⑲

｢秋
山
｣
｢長
岡
藩
囲
漠

学
校
圏
書
｣
の
宋
印

⑬
な
し

⑲
訓
点
附
刻

(片
仮
名

･
返
点

･

句
切
点

･
合
符
)
'
宋

(書
入
)
'
角
筆

(句
切
線
等
)
四
箇
所

⑬

九
七
年

一
二
月
九
日
'
演
幡
裕
子
発
見

･
調
査

2

史
記
論
文

①

[三
二
四
六
]

②
阪
之
上
小
54

③
全
二
五
冊

④
文
政
八
年

(
1
八
二
六
)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五
･
四
糎
×
横

一
七

･
六
糎

⑦単
郭

⑧
外
題

･
内
題

･

版
心
記
-
史
記
論
文

(原
題
簾
あ
-
)､
尾
遺
-
な
し

⑨
大
日
本

文
政
丙
戊
翻
刻

⑲

｢長
岡
小
拳
校
｣
の
朱
印

⑪
な
し

⑫
訓
点

附
刻

(句
切
点

･
右
傍
点

･
右
傍
圏
点
)､
角
筆

(旬
切
点
)
1
1箇

所

⑬
九
七
年

〓

1月
九
日
､
山
本
寛
発
見

･
調
査

3

王
代

l
覧

①

[二
三
四
七
]

②
阪
之
上
小
210

③
金
七
冊

④
寛
文
三
年

二

六
六
三
)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五

･
七
糎
×
横

l
七

･
八
糎

⑦
単
郭

⑧
外
題

･
版
心
記

-

王
代

1
覧

(原
題
寮
あ
り
)､
内
題

･
尾
題
-
日
本
王
代

一
覧

⑨
寛
文
三
暦
発
卯
孟
春
日
/
書
林
村
上
勘
兵
衛
刊
行

⑲

｢長
岡
小

筆
校
｣
｢勝
方
｣
の
朱
印

⑯
な
し

⑲
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

(ル

ビ

･
句
切
点

･
合
符
)､
宋

(行
頭
圏
点
)､
墨

(書
入

･
上
欄
注
)､

角
筆

(頭
揃
え
の
直
線
)
半
丁
分

⑬
九
七
年

〓

1月
九
日
､
佐
野
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百
合
子
発
見

･
調
査

4

詩
経

①

[二
三
四
八
]

②
阪
之
上
小
14

③
仝
二
冊

④
江

戸
時
代
刊
か

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五

･
〇
糎

×
横

一
八

･
〇
糎

⑦
単
郭

⑧
外
題

･
内
題

･
尾
題

･
版
心
記
-

詩
経

(原
題
簾
あ
-
)

⑨
な
し

⑲

｢吟
味
｣
の
黒
印

⑬
表
紙

見
返
し
に
鉛
筆
に
よ
る
未
詳
墨
昏
あ
-

⑲
訓
点
附
刻

(片
仮
名

･

返
点

･
句
切
点

･
倉
符

･
圏
点
)
'
角
筆

(片
仮
名
か
)
四
箇
所

⑬
九
七
年

二

一月

1
五
日
､
木
山
田
哲
也
発
見

･
調
査

5

線
記

①

[二
三
四
九
]

②
阪
之
上
小
23

③
全
四
冊

④
文

久
三
年

二

八
六
二
t)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦

二
四

･
九
糎
×
横

1
七

･
八
糎

⑦
単
郭

⑧
外
題
-

(改
正
音
訓
)

穐
記

(原
題
簾
あ
り
)､
内
題

･
尾
道
-
碓
記
へ
版
心
記
-

校
正
音

訓
頑
記

⑨
天
明
四
年
甲
辰
九
月
朔
旦
御
免
上
梓
/
天
明
七
年
丁
未

正
月
元
旦

畿
尭
/
文
化
十
年
巽
西
正
月
吉
旦

再
刻
/
文
政
十
三

年
廃
寮
正
月
吉
旦

三
刻
/
天
保
十
年
己
亥
正
月
吉
旦

四
刻
/
安

政
二
年
乙
卯
四
月
膏
旦

五
刻
/
文
久
三
年
発
亥
八
月
書
旦

六
刻

/
平
安
審
韓

三
保
通
柳
馬
場
商
人
丁

北
村
四
郎
兵
衛
/
東
都
審

砕

日
本
橋
適
意
町
冒

須
原
屋
茂
兵
衛
/
浪
華

山
内
蔵
板

⑲

｢吟
味
｣
の
黒
印
'
｢棺
敬
堂
蔵
｣
の
朱
印

⑪
な
し

⑫
訓
点
附

刻

(片
仮
名

･
返
点

･
句
切
点

･
合
符
)
'
角
筆

(片
仮
名

･
合
点

･

記
号
か
)
五
箇
所

⑲
九
七
年

〓

l月

一
五
日
､
鈴
木
恵
発
見

･
調

査
6

専
経

①

[二
三
五
〇
]

②
阪
之
上
小
33
?

(目
録
に
な
し
)

③
全
五
冊

④
江
戸
時
代
刊
か

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五

二
ハ
糎
×
横

一
七

･
八
糎

①
単
郭

⑧
外
題
-

書
経

(原
題
寮
あ
り
)
'
内
題
-

論
語
､
尾
題
-
書
経
､
版
心
記
-
四
書

⑨
な
し

⑲

｢吟
味
｣
の
黒
印

⑪

｢渡
辺
登
出
席
届
｣
(墨
書
､

巻
五
表
紙
見
返
し
)

⑫
訓
点
附
刻

(返
点

･
句
切
点
)
､
墨

(返
点

･

抹
消
)､
角
筆

(片
仮
名

･
句
切
点
)
三
箇
所

⑬
九
七
年

二

一月

i
五
日
､
山
本
寛
発
見

･
調
査

新
刻
改
正
四
普

①

[二
三
五

二

②
阪
之
上
小
40

③
仝
九

冊

④
安
政
五
年

二

八
五
八
)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五

･
四
糎
×
横

1
七

二
二
糎

⑦
単
郭

⑧

八第

l
冊
)
外

題
-
大
学

(題
簾
な
し
､
直
音
)､
内
題

･
尾
題

･
版
心
記
-
大
学

章
句

へ第
二
冊
)
外
題
-
中
庸

(原
題
茶
あ
-
)
､
内
題

･
尾
題

･

版
心
記
-
中
庸
章
句

(第
三
-
五
冊
)
外
題

･
内
題

･
尾
題

･
版
心

記
-

論
語

(三

･
五
-
原
題
篇
あ
-
､
四
-

週
番
な
し
､
直
書
)

(第
六
-
九
冊
)
外
題

･
内
題

･
尾
題
-
孟
子

(六

･
七

･
八
-

題

寮
な
し
､
夜
番
､
九
-
原
題
第
あ
-
)､
版
心
記
1
な
し

⑨
寛
政

四
年
王
子
初
夏
御
免
上
梓
/
寛
政
六
年
甲
寅
孟
春

饗
党
/
文
政
三

年
庚
辰
春
再
刻

天
保
六
年
乙
未
三
刻
/
天
保
十

一
年
庚
子
春
四
刻

轟
永
三
年
成
春
五
刻
/
安
政
五
年
戊
午
春
正
月

六
刻
/
平
安
蕃
韓

五
修
高
倉
東
入
丁

北
村
四
郎
兵
衛
/
東
都
書
韓

日
本
橋
適
意
丁

目

須
原
屋
茂
兵
衛
/
神
田
通
新
石
丁

須
原
屋
源
助
/
浪
草
書
韓

上
田
丁
南
葦
屋
町

炭
屋
五
郎
兵
衛

⑲

｢吟
味
｣
の
黒
印

⑪
｢柳

華
小
撃
校
｣
(墨
書
'
第
七
冊
裏
表
紙
見
返
し
)

⑫
訓
点
附
刻

(片

仮
名

･
返
点

･
句
切
点

･
合
符
)
､
墨

(書
入
)
'
鉛
筆

(片
仮
名

･

遅
点
)
'
角
筆

(片
仮
名

･
漢
字

･
記
号
)
三
五
箇
所

⑬
九
七
年
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二

一月

1
五
日
､
鈴
木
庸
子
発
見
'
鈴
木
庸
子

･
菅
谷
内
敦

･
演
崎

裕
子
調
査

8

文
献
追
考

①

[二
三
五
二
]

②
阪
之
上
中
68
･
1
-
16

③

全
七
八
冊

④
江
戸
時
代
刊
か

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
六

･
〇
糎
×
横

一
六

･
八
糎

⑦
単
郭

⑧
外
題

･
内
題

･

尾
題

･
版
心
記
-
文
献
通
考

(題
寮
な
し
'
直
音
)

⑨
故
相
国
番

陽
公
/
仲
子
至
大
戊
申
七
月
既
望
番
/
陽
公
門
下
子
季
語
思
養
吾
誼

/
序

(序
文
)

⑲

｢長
岡
小
畢
校
印
｣
の
宋
印

⑪
な
し

⑲
宋

(右
傍
点

･
右
傍
圏
点

･
上
欄
注

･
訂
正

･
句
切
点

･
補
筆
)､
豊

(右
傍
圏
点

･
上
欄
注

･
句
切
点

･
補
筆
)､
角
筆

(界
線
二

二
箇

所

⑬
九
七
年

二

一月

一
五
日
'
菅
谷
内
敦
発
見

･
調
査

9

日
本
外
史

①

[二
三
五
三
]

②
阪
之
上
中

2-0
③
全
五
冊

④
明
治
八
年

二

八
七
五
)
刊
か

(序
に
よ
る
)

⑤
袋
綴
装
冊
子

本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
二
･
三
糎
×
横

一
五

･
一
輝

⑦
単
郭

⑧
外
題
1
鮎
注
標
記
日
本
外
史

(原
題
茶
あ
-
)､
内
題

･
尾
題

･

版
心
記
-
日
本
外
史

⑨
な
し

⑲

｢長
岡
小
学
校
印
｣
｢第
六
大

学
慣
新
潟
願
管
内
第
三
中
学
直
公
立
二
十
番
小
学
｣
の
朱
印

⑪
な

し

⑲
訓
点
附
刻

(片
仮
名

･
返
点

･
句
切
点

･
上
欄
注
)､
角
筆

(片
仮
名

･
漢
字

･
記
号
か
)
四
九
箇
所

⑬
九
七
年

二

一月

一
五

日
､
佐
野
百
合
子
発
見

･
調
査

10

寓
国
公
法

①

[二
三
五
四
]

②
阪
之
上
小
71

③
全
五
冊

④
元
治
元
年

二

八
六
四
)
刊
か

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
五

･
六
糎
×
横

1
七

･
三
極

⑦
双
郭

⑧
外
題

･
版
心
記

1
簡
閲
公
法

(原
題
答
あ
-
)
､
内
題

･
尾
題
1
な
し

⑨
元
治
甲

子
秋
日

束
都
竪
川
三
之
橋

高
屋
/
兵
四
郎

(裏
表
紙
見
返
し
)

⑲
｢崇
徳
館
｣
の
宋
印

⑪
な
し

⑫
訓
点
附
刻

(片
仮
名

･
返
点

･

句
切
点

∴
任
示
符
)､
墨

(上
欄
注
)
'
角
筆

(漢
字

･
記
号
か
)
二

箇
所

⑬
九
七
年

〓

1月
二
二
日
'
古
川
原
佳
美
発
見

･
調
査

日

訂
正
新
編
帝
国
読
本
修
正

①

[二
三
五
五
]

②
番
号
な
し

③
全

!
冊

④
明
治
三
四
年

二

九
〇
二

発
行

⑤
袋
綴
装
冊
子

本

(明
朝
綴
)

⑥
縦
二
二

･
四
糎
×
横

1
四

･
八
糎

⑦
単
郭

⑧
外
題
-

(訂
正
)
新
編
帝
国
諌
本

(修
正
)
(原
題
第
あ
-
)'
内

題

･
尾
題
-
な
し
､
版
心
記

(修
正
)
帝
国
讃
本

⑨
明
治
三
十
年

十
月
十

一
日
健
行
/
明
治
三
十
年
十
二
月
十
八
日
訂
正
再
版
聾
行
/

明
治
三
十

1
年
九
月
二
十
七
日
訂
正
三
版
饗
行
/
明
治
三
十

1
年
十

二
月
三
日
訂
正
四
版
賛
行
/
明
治
三
十
四
年
三
月
十
六
日
修
正
五
版

饗
行
/
明
治
三
十
四
年
五
月
十
七
日
修
正
六
版
印
刷
/
明
治
三
十
四

年
五
月
二
十
日
修
正
六
版
鷺
行
/
編
者

東
京
市
日

(以
下
破
損
､

本
橋
堤
通
抽
町
拾
六
番
地
か
)
撃

(以
下
破
損
､
海
指
針
社
か
)｣

⑲
な
し

⑪
な
し

⑫
漢
字
仮
名
交
じ
-
文
｡
平
仮
名

･
句
読
点
附

刻
'
墨

(片
仮
名

･
漢
字
)'
赤

(平
仮
名

･
片
仮
名
)'
育

(平
仮

名

･
片
仮
名

･
漢
字
)'
紫

(絵
の
着
色
)
'
黄
'
角
筆

(漢
字

･
平

仮
名

･
旬
切
線
)
七
箇
所

⑬
九
七
年

〓

1月
二
二
日
､
鈴
木
恵
発

見

･
調
査

12

尋
常
小
畢
親
本

①

[二
三
五
六
]

②
番
号
な
し

③
全
五
冊

④
明
治
二
〇
年

(
一
八
八
七
)
刊

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(中
央
ホ
チ

キ
ス
止
め
､
製
本
テ
ー
プ
に
よ
る
製
本
)

⑥
二
二

二
1糎
×
横

1

五

･
〇
糎

⑦
双
郭

⑧
外
題

･
内
題

･
尾
題

･
版
心
記
-
尋
常
小
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畢
複
本

(原
題
寮
あ
-
)

⑨
明
治
二
十
年
四
月
廿
九
日
版
権
所
有

届
/
文
部
省
線
審
局
蘭
書
課
蔵
版

⑲
な
し

⑪

｢七
倍
郎
｣
(塞

書

･
第
四
冊
側
面
)､
｢竹
沢
て
ふ
｣
(墨
書

･
第
三
冊
裏
表
紙
見
返

し
)､
｢七
倍
郎
書
籍
也
｣
(鉛
筆

･
第
六
冊
表
紙
見
返
し
)'
｢小
池

青
陵
持
主
｣
(墨
書

･
第
六
冊
62
ウ
12
)

⑲
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
｡

訓
点
附
刻

(句
切
点
)､
角
筆

(漢
字
)
〓
箇
所

⑲
九
七
年

〓

l

月
二
二
日
､
山
本
寛
発
見

･
調
査

13

十
八
史
略
校
本

①

[二
三
五
七
]

②
番
号
な
し

③
仝

i
冊

(二
冊
欠
か
)

④
明
治
時
代
刊
か

⑤
袋
綴
装
冊
子
本

(明
朝
綴
)

⑥
縦

一
八

･
六
糎
×
横

二
二
･
〇
糎

⑦
単
郭

二

部
双
郭
)

⑧

外
題

･
内
題

･
尾
題

･
版
心
記
-
十
八
史
略
校
本

(原
題
寮
あ
-
)

⑨
な
し

⑲

｢小
島
｣
の
丸
宋
印

⑪

｢妙
高
村
大
字
田
切
/
小
島

常
太
郎
｣
(宋
音

･
巻

1
87
オ
)'
｢新
井
町
文
進
堂
ヨ
リ
諦
求
/

(訂

正
)
明
治
四
拾
参
年
壱
円
請
求
/
水
原
村
大
字
上
小
塚
ノ聾

垂

恩
田
謹
次
郎
/
中
寮
城
郡
妙
高
村
大
字
田
切
/
小
島
常

太
郎
｣
(墨
書

･
裏
表
紙
)､
｢小
島
常
太
郎
｣
(鉛
筆
書
き

二

オ
)

⑫
訓
点
附
刻
(片
仮
名

･
返
点

･
句
切
点

･
合
符

･
上
欄
注
)'朱
(片

腹
名

･
上
欄
注

･
抹
消
線
)'
鉛
筆

(漢
字
)
'
角
筆

(線

･
記
号
)

l
箇
所

⑬
九
七
年

〓

1月
二
二
日
'
演
崎
裕
子
発
見

･
調
査

g
l､
角
筆
文
献
の
割
合
と
書
籍
の
分
野

∴
ン
ヤ
ン
ル

右
の
如
-
'現
存
資
料
中
の
二
二
点
に
角
筆
の
番
人
が
発
見
さ
れ
た
｡

本
節
に
お
い
て
は
こ
の
二
二
点
の
分
析
結
果
と
､
新
潟
大
学
附
属
図
番

館
佐
野
文
庫
悉
皆
調
査
の
分
析
結
果
と
を
比
較
し
て
､
阪
之
上
小
学
校
(4)

所
蔵
文
献
の
､
角
筆
文
献
と
し
て
の
資
料
的
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
｡

佐
野
文
庫
所
蔵
文
献
は
､

1
地
方
の
1
蔵
書
家
が
､
特
定
分
野
に
偏
重

せ
ず
'
各
分
野

∴
ン
ヤ
ン
ル
の
書
籍
を
満
逼
な
-
収
集
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
の
で
､
こ
れ
を
指
標
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
阪
之

上
小
学
校
所
蔵
の
角
筆
文
献
の
特
徴
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
｡

そ
こ
で
､
ま
ず
漢
籍
と
国
書
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
割
合
に
つ
い
て

見
る
と
'
(表
1
)
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
阪
之
上
中

文
献
で
は
､
漢
籍

1
〇
三
点
中
の
八
点

(七

･
八
%
)'
国
書
八
五
点

中
の
五
点

(五

･
九
%
)'
全

1
八
八
点
中
の
二
二
点

(六

･
九
%
)

で
あ
る
の
に
対
し
て
'
佐
野
文
庫
文
献
に
お
い
て
は
'
漢
籍
八
六
九
点

中
の
六
六
点

(七

･
六
%
)'
国
書
三
八
九
四
点
中
の
一
五
一
点

(三

･

九
%
)
､
仝
四
七
六
三
点
中
の
二
f
七
点

(四

･
六
%
)
に
角
筆
が
看

取
さ
れ
た
｡
漢
籍
に
お
い
て
ほ
ほ
ほ
同
等
で
あ
る
が
､
国
書
に
つ
い
て

は
阪
之
上
小
文
献
の
方
が
二
%
ほ
ど
高
い
数
値
で
あ
っ
て
､
全
体
で
も

二
･
三
%
高
か
っ
た
｡

ま
た
､
漢
籍
に
お
け
る
分
野
の
内
訳
は
､
(表
2
)
に
掲
げ
た
よ
う
に
'

阪
之
上
小
文
献
に
お
い
て
は
'
軽
部
五
〇
点
中
の
四
点

(八

･
〇
%
)'

史
郎
二
三
点
中
の
四
点

二

七

･
四
%
)
で
'
子
部

･
集
部
各

一
五
点

か
ら
は
全
-
発
見
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
､
佐
野
文
庫
文
献
で
は
､
経

部

一
五
五
点
中
の
六
点
(三

･
九
%
)
'史
部

二
二二
点
中
の
1
人
点
(
一

三

･
七
%
)､
子
部
三
五
六
点
中
の
二
五
点

(七

･
〇
%
)､
集
部
二
二

七
点
中
の
1
七
点

(七

･
五
%
)
の
如
-
'
史
部
へ
の
偏
-
が
や
や
見
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受
け
ら
れ
る
も
の
の
､
全
体
的
に
滴
逼
な
-
角
筆
が
拾
わ
れ
る
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
｡
こ
の
点
､
両
者
は
大
き
-
様
相
を
異
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
文
献
が
､
そ
も
そ
も
軽

部

･
史
部
に
豊
富
に
存
L
t
し
か
も
そ
こ
か
ら
角
筆
文
献
が
多
-
拾
わ

れ
る
と
い
う
状
況
は
'
藩
校
に
お
け
る
学
問
の

1
端
を
如
実
に
反
映
し

て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

く表 1)一角筆文献の割合-

漢籍 国書 全体

阪之 8/103 5/85 13/188

上小 (7.8%) (5.9%) (6.9%)

佐野 66/869 151/3894 217/4763

く表2)一分野の内訳-

＼ 経 史 チ 集

阪之 4/50 4/23 0/15 0/15

上小 (8.0%) (17.4%) (0%) (0%)

佐野 6/155 18/131 25/356 17/227

文庫 (3.9%) (13.7%) (7.0%) (7.5%)

五
､
角
筆
文
献
に
施
さ
れ
た
角
筆
の
種
類
と
分
量

角
筆
文
献

〓
l頁

に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
角
筆
が
'
ど
の
-
ら
い

の
分
量
施
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
'
是
非
と
も
触
れ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
で
あ
る
｡
漢
籍

･
国
書
の
違
い
を
際
立
た

せ
る
､
大
き
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

佐
野
文
庫
調
査
で
は
､
種
類
に
つ
い
て
は
､
仮
名

･
漢
字
な
ど
を

八文

辛
)
､
声
点

･
節
博
士

･
拍
節
符
号
な
ど
を

(音
声
V
t
返
点

･
句
切
点

･

合
符

･
傍
点

･
傍
線
な
ど
を

(符
号
)
､
絵
図
の
下
絵
線

･
な
ぞ
-
線

･

補
助
線

･
行
揃
え
線
な
ど
を

(絵

･
線
)
と
し
､
分
量
に
つ
い
て
は
'

便
宜
的
に

一
〇
〇
箇
所
以
上
を

(多
量
V
t
五

〇
箇
所
以
上

一
〇
〇
箇

所
未
満
を

(中
量
上
)
'
1
0
箇
所
以
上
五
〇
箇
所
未
満
を

(中
量
下
)
､

五
箇
所
以
上

一
〇
箇
所
未
満
を

(少
量
上
)
､五
箇
所
未
満
を

(少
量
下
)

と
規
定
し
た
の
で
'
今
回
も
仝
-
同
じ
基
準
を
用
い
て
分
析
し
た
｡
そ

の
結
果
は
､
(表

3
)
八束
4
)
に
掲
げ
た
通
-
で
あ
る
｡
な
お
､
(表
4
)

に
お
け
る
分
子
の
和
は
'
二
種
類
以
上
の
角
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
資
料

も
存
す
る
た
め
､
必
ず
し
も
分
母
と
同
数
で
は
な
い
｡

ま
ず
'
(表

3
)
に
示
し
た
角
筆
の
分
量
か
ら
見
る
と
､
阪
之
上
小

文
献
に
お
い
て
は
､
漢
籍

･
国
書
と
も
に

へ多
量
)
(中
量
上
)
文
献

が
全
-
見
受
け
ら
れ
ず
'
漢
籍
で
は

(中
量
下
)
文
献
が
､
第
三
節
に

示
し
た
整
理
上
の
通
し
番
号

(以
下
同
)
7

『新
刻
改
正
四
番
』

一
点

二

二

･
五
%
)､
(少
量
上
)
文
献
が
5
『穫
記
』
一
点

(
〓

l
･
五
%
)
へ

残
る
1
･
2
･
4
･
6
･

8
･10の
六
点

(七
五

･
〇
%
)
は

(少
量
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下
)
文
献
で
､
国
書
で
は

(中
量
下
)
文
献
が
9

『日
本
外
史
』

一
点

(二
〇

･
〇
%
)
へ
(少
量
上
)
文
献
が
11

『訂
正
新
稀
帝
国
諸
本
修
正
』

1
点

(二
〇

･
〇
%
)'
他
の
3
･

12
･13の
三
点

(六
〇

･
〇
%
)

は
や
は
-

(少
量
下
)
文
献
で
あ
っ
た

｡

こ
れ
に
対
し
て
'
佐
野
文
庫
文
献
に
お
い
て
は
､
漢
籍
で
は

(多
量
)

文
献
九
点

(
二
二
二
ハ%
)

t
へ中
量
上
)
文
献
二
点

(三

･
〇
%
)､

(中
量
下
)
文
献

1
六
点

(二
四

二

1%
)､
(少
量
上
)
文
献

i
O
点

(
一
五

二

1%
)'
(少
量
下
)
文
献
二
九
点

(四
三

･
九
%
)
で
､
国

書
で
は
(多
量
)
文
献
六
点

(四

･
〇
%
)､
(中
量
上
)
文
献
七
点

(四

･

六
%
)､
(中
量
下
)
文
献
二
六
点

(
l
七

･
二
%
)､
(少
量
上
)
文
献

1
八
点

〓

丁

九
%
)､
(少
量
下
)
文
献
九
四
点

(六
二

二
二
%
)

で
あ
っ
た
｡
こ
の
こ
と
に
よ
り
'
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
文
献
へ
の
角
筆

加
点
量
が
'
極
め
て
寡
少
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
-
に
な
る
｡
江
戸
時

代
の
藩
校
に
お
い
て
は
､
目
に
触
れ
に
-
い
角
筆
す
ら
加
点
を
蒔
蹄
す

る
､
テ
キ
ス
ト
を
大
変
重
用
す
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

憶
測
す
る
｡

な
お
､
(中
量
下
)
文
献
の
二
点
の
う
ち
の
9

『日
本
外
史
』
は
'

序
に
よ
れ
ば
明
治
八
年

二

八
七
五
)
の
刊
行
と
冒
さ
れ
t
l
･
12
･

13
も
ま
た
明
治
年
間
の
刊
行
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
以
上
の
国
書
四

点
は
､
明
治
以
降
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
'
そ
の
後
阪
之
上
小
学
校
の

所
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
｡し
か
-
と
す
れ
ば
､

旧
藩
校
時
代
の
角
筆
文
献
の
資
料
数
と
そ
の
加
点
の
分
量
は
､
い
よ
い

よ
僅
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

(表3)一角筆の分量-

＼ 多量 中量上 中量下 少量上 少量下

阪之上小 漢 - - 1/8 1/8 6/8

籍 (12.5%) (12.5%) (75.0%)

国 - - 1/5 1/5 3/5
普 (20.0%) (20.0%) (60,0%)

佐野文庫 漢 9/66 2/66 16/66 10/66 29/66

籍 (13.6%) (3.0%) (24.2%) (15.2%) (43.9%)

国 6/151 7/151 26/151 18/151 94/151

(表4)一角筆の種類-

＼ 文 字 音声 符号 絵 .級

阪之上小 漢 5/8 - 6/8 1/8

籍 (62.5%) (75.0%) (12.5%)

国 3/5 - 3/5 2/5
書 (60.0%) (60.0%) (40.0%)

佐野文庫 漢 24/66 3/66 41/66 8/66

籍 (31.6%) (3.9%) (53.9%) (10.5%)

国 40/151 10/151 72/151 64/151
書 (26.5%) (6.6%) (47.7%) (42.4%)
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次
に
､
八乗
4
)
に
示
し
た
角
筆
の
種
類
か
ら
分
析
す
る
と
'
阪
之

上
小
文
献
に
お
い
て
は
'
漢
籍
で
は

八文
字
)
が
4

･
5
･
6
･
7

･

10
の
五
点

(六
二

･
五
%
)t
へ符
号
)
が
1
･
2
･
5
･
6
･
7
･10

の
六
点

(七
五

･
〇
%
)
､
(絵

･
線
)
が
8
の
1
点

(
〓

㌻

五
%
)



で
､
国
書
で
は

八文
字
)
が
9
･
11
･
12
の
≡
点

(六
〇

･
〇
%
)､

(符
号
)
が
9
･
11
･
13
の
三
点

(六
〇

･
〇
%
)､
(絵

･
線
)
が
3
･

13
の
二
点

(四
〇

･
〇
%
)
で
あ
っ
て
､
漢
籍

･
国
書
と
も
に

(音
声
)

を
表
す
記
号
は
皆
無
で
あ
っ
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
'
佐
野
文
庫
に
お
い
て
は
､
漢
籍
で
は

八文
字
)
が

二
四
点

(三

一
･
六
%
)'
(音
声
)
が
三
点

(三

･
九
%
)'
(符
号
)

が
四

一
点

(五
三

･
九
%
)､
(絵

･
線
)
が
八
点

二

〇

･
五
%
)
で
､

国
書
で
は

八文
字
)
が
四
〇
点

(二
六

･
五
%
)'
(音
声
)
が

一
〇
点

(六

･
六
%
)､
(符
号
)
が
七
二
点

(四
七

･
七
%
)､
(絵

･
線
)
が

六
四
点

(四
二

･
四
%
)
で
あ
っ
て
､
漢
籍

･
国
書
と
も
に

(音
声
)

を
表
す
記
号
が
少
な
か
ら
ず
拾
わ
れ
る
と
い
う
相
違
が
認
め
ら
れ
た
｡

右
は
､
阪
之
上
小
文
献
の
方
が
佐
野
文
庫
文
献
よ
-
も

八文
字
)

(符
号
)
に
よ
り
偏
重
し
て
お
-
､
角
筆
の
種
類
に
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
乏
し
く
､
極
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
｡
な
お
､
佐
野
文
庫
文
献
で

(音
声
)
が
看
取
さ
れ
る
も
の
の
多

く
は
国
書
で
あ
っ
て
､
し
か
も
歌
謡

･
楽
舞
な
ど
を
中
心
と
し
た
趣

味

･
遊
芸

･
実
用
の
啓
の
類
で
あ
っ
た
｡
阪
之
上
小
文
献
に

(音
声
)

が
皆
無
で
あ
る
の
は
､
あ
る
い
は
阪
之
上
小
学
校
に
そ
も
そ
も
そ
の
類

の
文
献
が
全
-
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
､
資
料
的
な
問
題
が
主
た
る

I5)

要
因
と
し
て
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
左
.

な
お
'
筆
者
は
佐
野
文
庫
文
献
の
中
に
'
新
潟
県
の
方
言
音
の
特
徴

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
'
イ
と
エ
の
混
同
が
顕
現
し
て
い
る
も
の

と
し
て
､
漠
字
音
で
は

『古
学
二
千
文
』
の

｢接
縫
｣
(7
ウ
上

本

来

｢可
イ
ケ
ン
｣)
に

｢イ~
～
ケ
ン
｣へ
『正
信
念
悌
偶
』
の

｢廻
向
｣

(10
ウ
4
､
本
来

｢
ヱ
カ
ウ
｣)
に

｢
い
こ
｣'
国
語
音
で
は

『蒙
求
拾

遺
』
の

｢嘱
｣
(上
7
オ
4
'
本
来

｢
ア
7
グ
｣)
に

｢
ア
パ
ン
｣へ
｢還
｣

(上

40オ
6
､
本
来

｢カ
ヘー
ル
｣)
に

｢
カ
引
ル
｣
と
角
筆
で
加
点
し

(6)

て
い
る
例
を
指
摘
し
た
｡
何
れ
も
国
書
で
あ
っ
た
｡

こ
の
点
､阪
之
上
小
文
献
の
角
筆
か
ら
は
同
種
の
番
人
は
見
出
せ
ず
､

イ
と
エ
の
混
同
の
実
態
を
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
､
漢
籍

の
7

『新
刻
改
正
四
書
』
の

｢購
｣
(巻
二

･
35
オ
)
に
'
｢イ
ヤ
シ
｣

と
並
ん
で

｢イ
ヨ
シ
｣
(何
れ
も
上
欄
普
入
)
な
る
訓
が
認
め
ら
れ
た
｡

こ
れ
が
単
な
る
誤
点
で
あ
る
の
か
､
あ
る
い
は
方
言
､
就
中
長
岡
周
辺

の
方
言
で
あ
る
の
か
､
現
時
点
で
は
他
に
類
例
が
見
当
た
ら
ず
'
未
詳

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
O
し
か
し
､
同
書
は
安
政
五
年

二

八
五
八
)
の

刊
行
で
あ
る
の
で
'
こ
の
角
筆
が
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
､
旧
藩

校
に
お
い
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
も
商
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
｡

六
､
む
す
び
に
か
え
て

-
蔵
書
印
と
伝
来
の
書
入
-

153

と
こ
ろ
で
､
阪
之
上
小
学
校
所
蔵
文
献
に
は
､
第
二
節
で
述
べ
た
よ

う
に
､
｢日
録
｣
に
登
載
さ
れ
た
も
の

二

五
六
点
)
と
登
載
さ
れ
な

い
も
の

(三
l
盲
州)
と
が
あ
っ
た
｡
小
論
に
お
い
て
は
､
両
者
を
特
に

区
別
す
る
こ
と
な
-
､
と
り
あ
え
ず
等
し
並
み
に
t
括
-
に
し
て
取
り

扱
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
'
最
後
に
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
来

歴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
､
蔵
書
印
と
伝
来
の
蓄
人
を
手
掛
か
り



に
そ
の
!
端
を
探
っ
て
み
た
い
｡

次
に
､
こ
れ
を
整
理
し
た
結
果
を
示
す
.
本
来
は
文
献
名
を
も

一
々

明
示
し
､
各
文
献
ご
と
に
如
何
な
る
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
'
ど
の
よ
う
な

伝
来
の
音
人
が
存
す
る
の
か
に
つ
い
て
'
調
音
の
ま
ま
に
提
示
し
た

か
っ
た
の
で
あ
る
が
'
紙
幅
の
都
合
上
極
め
て
簡
便
な
形
態
を
採
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
目
録
に
登
載
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
､
｢日
録
｣
の
登
録
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
､
登
載
さ
れ
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
'
私
に
付
し
た

｢
ア
｣
か
ら

｢
ミ
｣
に
至
る
ま
で

の
､
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
仮
の
文
献
番
号
で
示
し
て
､
文
献
名
は
す
べ
て

省
略
に
従
っ
た
｡
ま
た
､
蔵
書
印
に
よ
る
分
類
に
つ
い
て
は
､
複
数
押

印
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
､
そ
の
組
合
せ
も
煩
瑞
に
亘
る
た
め
､
蔵

書
印
ご
と
に
区
別
し
て
示
す
こ
と
に
し
た
｡伝
来
の
番
人
に
つ
い
て
も
､

複
数
存
す
る
場
合
は
別
々
に
示
し
た
｡

た
だ
へ
目
録
番
号
順

･
五
十
音

順
に
掲
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
'
原
本
の
状
態
も
あ
る
程

度
復
元
可
能
か
と
考
え
る
｡

な
お
､
角
筆
が
発
見
さ
れ
た
文
献

(角
筆
文
献
)
は
､
文
献
番
号
に

右
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
て
あ
る
｡

Ⅰ

日
銀
に
登
載
さ
れ
た
も
の

(明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た
も
の

へ漢
籍
)

58

･皿'
以
上
二
点

へ国
書
)
準

2-7

2-8

堅
甲
S
･捌
･墾
gS･坪

野
E3･E3･準
2

･2-5
'
以
上

〓
ハ
点

｡他
は
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
)

へ蔵
専
印
に
よ
る
分
類
)

①

｢崇
徳
館
｣
の
宋
印

(漢
籍
)
711

･甲
S3
'
以
上
三
点

②

｢長
岡
藩
囲
漠
拳
校
囲
審
｣
の
宋
印

へ漢
籍
)
11
･17

･18
･20･21

･
2

･
2

･
28

･
29
･
3

･
3

･
3

･
舶

･
49

･
50

･
51
.
5

･
59

･
62
･

6
･

7

7･
81
･

84
･

85
･

86
･

91
･

9
2

･
96

･
97

･
98
･

99
･

1
-0

･
2
-4

､

以

上

三

三

点

(国
書
)
2-2
･2-
･2-
･21
･2-2
･2-4
･2-5
･2-6
･2-
･2-
･2-
･摘

･2-
･2-3へ

以
上

一
四
点

③

｢長
岡
藩
洋
拳
校
｣
の
朱
印

へ漢
籍
)

72
､

一
点

④

｢長
岡
藩
兵
学
校
｣
の
朱
印

へ漢
籍
V

S:･80㌧
以
上
二
点

れ国
書
)
217
･2-1
･2-2
､
以
上
三
点

⑤

｢長
岡
小
学
校
印
｣
の
宋
印

(漢
籍
)
1
･2
･3
･5
･12
･16
･19

･
25

･
26
･
32

･
41
･
42
･
43
･
46

･
54

･

55
･
5
7
･

60
･
61
･
65
･
66
･

67
･
68
･
69
･

7
0

･

73
･

74
･
75
･

7
6

･

78
･

79
･

83
･8

7

･
88
･

8
9

･
93

･
9

5

㌧

以

上

三

七

点

(国
書
)
2

･
0

2
･
ー

獅

･S･a
･轡
E3･蜘
･甲
甲
gS･撃
ES･準
2

･2-6
･2
･2-5
･2-6
､以
上

i
九
点

⑥

｢新
潟
豚
古
志
郡
高
等
科
長
岡
小
拳
校
印
｣
の
宋
印

へ国
番
)
2-
'

一
点

⑦

｢第
六
大
挙
儀
新
潟
願
管
内
第
三
中
学
置
公
立
第
二
十
番
小
学
｣
の

宋
印

(国
書
)
2-9

墾
S
･2-0t･墾
以
上
五
点

⑧

｢新
潟
嚇
第
七
中
学
尾
登
小
草
笛
公
立
小
学
阪
上
校
｣
の
朱
印

へ漢
籍
)
45
･94
㌧
以
上
二
点

⑨

｢新
潟
麟
管
内
古
志
郡
公
立
小
畢
第

一
番
阪
上
校
｣
の
宋
印

(漢
籍
)
13
･15
･52
･53

･63
･1-1､
以
上
六
点

(国
書
)
2-5
･2-1･2-0
､
以
上
三
点

⑲

｢新
潟
牒
古
志
郡
尋
常
科
阪
之
上
小
畢
校
印
｣
の
宋
印

(国
書
)
2-6
･2-5
､
以
上
二
点
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⑪

｢長
岡
阪
之
上
小
学
校
圃
書
｣
の
朱
印

⑫

｢長
岡
本
町
小
撃
校
圏
書
｣
の
宋
印

(国
番
)

2'
一
点

⑲

｢阪
之
上
校
消
印
｣
の
宋
印

(漢
籍
)

⑲

｢学
校
消
印
｣
の
黒
印

(漢
籍
V
S
'

⑮

｢師
範
学
教
場
圃
書
之
印
｣
の
朱
印

⑲

｢施
政
局
印
｣
の
宋
印

へ漢
籍
)
轡

(国
書
)
2
'

i
点

(漢
籍
)
5
'

一
点

15
､

1
点

l
点

(漢
籍
)
6
'

一
点

一
点

⑰

｢長
岡
市
立
中
学
校
｣
の
宋
印

(漢
籍
)

77
㌧

1
点

⑲
そ
の
他

(個
人
蔵
書
印
な
ど
)

｢慶
宗
寺
蔵
書
｣

へ漢
籍
)
3
∴
望

以
上
二
点

｢楼
居
｣

(漢
籍
)
3
､

一
点

｢松
下
｣

(漢
籍
)
5
･K3'
以
上
二
点

｢源
定
福
｣

へ漢
籍
)
5
･25
､
以
上
二
点

｢植
木
蔵
書
｣

へ漢
籍
)
E3
･ほ
'
以
上
〓
点

(国
書
)
2-5
.2-0
'
以
上
二
点

｢吟
味
｣

(漢
籍
)

14t
･申
叫

以
上
三
点

｢植
木
｣

(漢
籍
V
l

'
一
点

｢順
｣
｢孝
｣

へ漢
籍
V
u
t

1
点

｢師
正
虎
印
｣

(漢
籍
)
16
㌧

一
点

｢松
山
｣

(漢
籍
)
17
'

一
点

｢秋
山
｣

(漢
籍
V
B

･甲
挙
中
野

甲
tDc"･gS'
以
上
八
点

へ国
書
)

2-3
･2-2'
以
上
二
点

｢大
洋
蔵
書
｣

(漢
籍
)
20
､
1
点

｢石
川
所
蔵
｣

(漢
籍
)
21
'
l
点

｢栴
敬
堂
蔵
｣

(漢
籍
)
23
､

1
点

｢三
昧
｣

(漢
籍
)
27
･44
㌧
以
上
二
点

｢衆
口
威
番
屋
｣

(漢
籍
)
27
･
聖

45
㌧
以
上
三
点

｢長
岡
神
戸
｣

(漢
籍
)
2
'

1
点

｢大
嶋
義
方
｣

へ漢
籍
)
32
､

一
点

｢塚
越
｣

(漢
籍
)
36
､

1
点

｢小
金
井
｣

(漢
籍
)
41
'

一
点

｢酒
井
｣

(漢
籍
)
聖

45
､
以
上
二
点

｢落
合
｣

(湊
籍
)
47
､

l
点

｢水
野
氏
｣

(漢
籍
)
47
t

l
点

｢長
滞
蔵
書
｣

(漢
籍
)
lLn
I

｢馬
場
氏
蔵
書
｣

(漢
籍
)
77
㌧

｢森
氏
蔵
書
｣

(漢
籍
)
78
㌧

｢平
山
｣

(漢
籍
)
79
､

1
点

｢佐
野
｣

(漢
籍
)
95
､

1
点

｢坂
本
｣

(国
番
)
2-
'

一
点

｢勝
方
｣

へ国
書
)
叫

一
点

｢鶴
見
蔵
書
｣

(国
書
)
2-1
､

｢松
下
之
印
｣

(国
書
)

2-3､

｢三
蘭
高
野
園
書
｣

へ国
書
)

｢福
田
｣

(国
書
)
2-6
､

一
点

1
点一

点

1
点

(国
書
)

2-2､
一
点
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一
点

一
点

2-3
･2-8
､
以
上
二
点

※
こ
の
う
ち
個
人
蔵
書
印
の
み
で
､
公
的
機
関
蔵
書
印
が
押
印
さ
れ

な
い
も
の
は
､
(漠
籍
)
14t
･細
･27
･gS
･叫

44

(国
書
)
27

･
7

甲

2-3
の
九
点
に
過
ぎ
な
い
｡



⑲
蔵
啓
印
の
全
く
な
い
も
の

へ漢
籍
)
4
･6
･
-
･8
･
-
･10･33
･

34
･甲

37
･甲

甲

90
㌧
以
上

二
二
点

へ国
蓉
)
2

･2-8･2-0･2
･2-
'

以
上
五
点

※
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
不
揃
本

･
残
巻

･
零
本
で
あ
る
｡

(伝
来
の
曹
人
に
よ
る
分
類
)

｢波
速
登
｣
(塞
)

(漢
籍
)
10
'

一
点

｢牧
子
草
｣
(栄
)

(漢
籍
∨
1
'

l
点

｢松
尾
蔵
書
｣
(塞
)

へ漢
籍
)
11
㌧

一
点

｢順
孝
主
｣
(墨
､
抹
消
)

(漢
籍
V
E3
'

一
点

｢時
是
寛
政
七
卯
春
三
月
求
之
｣
(墨
)

へ漢
籍
)
17
､
一
点

｢秋
山
左
内
｣
(塞
)

(漢
籍
V
E3
､

一
点

｢柳
華
小
拳
校
｣
(墨
)

へ漢
籍
V

oJ

一
点

｢斎
藤
徳
兵
衛
｣
(塞
)

(国
書
)
仰望

1
点

｢高
橋
氏
｣
(墨
)

(国
書
)
2-8
､

1
点

Ⅱ

目
録
に
登
戟
さ
れ
な
い
も
の

(江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の

へ国
書
)
ク
六

･ミ
､
以
上
三
点
｡
他
は
明
治
以
降
に
出
版
さ
れ
た

も
の
)

八歳
曹
印
に
よ
る
分
類
)

①

｢長
岡
藩
囲
漠
学
校
蘭
書
｣
の
宋
印

(国
書
)
ハ
'

1
点

②

｢長
岡
藩
洋
学
校
｣
の
宋
印

(国
書
)
ク
､

1
点

③

｢長
岡
小
学
校
印
｣
の
朱
印

(国
書
)
サ
､

一
点

④

｢新
潟
願
古
志
郡
高
等
科
長
岡
小
学
校
之
印
｣
の
宋
印

へ国
書
)
夕
'

一
点

①

｢新
潟
解
古
志
郡
村
立
乙
膏
尋
常
小
学
校
印
｣
の
朱
印

へ国
啓
)
ツ
､

1
点

⑥

｢乙
膏
校
印
｣
の
宋
印

(国
書
)
シ
･ス
･セ
･
ソ
･チ
'
以
上
五
点

⑦

｢消
印
｣
の
寒
印

(国
書
)
タ
､

一
点

⑧
そ
の
他

(個
人
蔵
番
印
な
ど
)

｢峯
村
氏
｣

(国
書
)
イ
'

i
点

｢清
｣

(国
書
)
ィ
､

1
点

｢
ア
マ
セ
イ
チ
エ
/
八
木
又
｣

(国
書
)
コ
､

l
点

｢恩
田
｣

へ国
書
)
ネ
､

一
点

｢吉
岡
氏
印
｣

(国
書
)
ノ
'

1
点

｢樋
口
之
印
｣

へ国
書
)
フ
､

t
点

｢樋
口
｣

へ国
書
)
7
､

1
点

｢小
島
｣

へ国
書
)
可

一
点

｢吟
味
｣

〈漢
籍
)
引
､

1
点

⑨
蔵
書
印
の
全
-
な
い
も
の

(国
書
〉
ア
･ウ
･
エ
･オ
･カ
･キ
･ケ
･

テ
･ト
･ナ
二
∵
ヌ
･ヒ
･7
･村
､
以
上

一
五
点

へ伝
来
の
膏
人
に
よ
る
分
類
)

｢宮
嶋
｣
(墨
)

へ国
書
)
ア
､

一
点

｢宮
嶋
ま
た
女
｣
(塞
)

(国
書
)
ア
'

一
点

｢明
治
七
年
八
月
求
之
/
龍
頭
日
本
外
史
濁
畢
大
全
/
峰
村
清
人
｣

(墨
)

へ国
書
)
イ
'

1
点

｢古
志
郡
/
虫
亀
郁
/
百
五
拾
四
番
地
/
峰
村
清
八
開
｣
(塞
)

(国
書
)
イ
'

l
点

｢北
越
古
志
郡
/
虫
亀
之
村
百
五
拾
四
番
地
/
峰
秤
氏
/
明
治
拾
七
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年
第
八
月
求
之
｣
(塞
)

(国
書
)
ィ
､

一
点

｢新
潟
麟
地
理
歴
史
初
歩

成
田
輿
太
郎
之
用
書
｣
(塞
)

(国
書
)
カ
､

1
点

｢明
治
二
十
八
年
第
十
月
十
四
日
/
成
田
輿
太
郎
之
求
/
成
田
輿
太

郎
之
求
｣
(塞
)

(国
書
)
カ
へ

l
点

｢大
形
村
字
海
老
ケ
瀬
/
成
田
要
太
郎
主
｣
(塞
)

(国
書
)
カ
'

1
点

｢相
生
氏
｣
(塞
)
(国
書
)
ケ
､

l
点

｢越
後
囲
新
潟
願
宮
下
/
三
嶋
郡
尼
瀬
町
伊
勢
町
/
二
番
地
平
民
/

八
木
又
治
長
男
/
八
木
徳
太
郎
｣
(墨
)

(国
書
)
コ
へ

1
点

｢乙
膏
小
学
校
｣
(栄
)

(国
書
)
サ
､

一
点

｢菱
滞
｣
(塞
)

(国
書
)
サ
､

1
点

｢乙
貴
校
｣
(栄
)

入国
者
)
シ

･
ス
'
以
上
二
点

｢乙
書
校
用
｣
(栄
)

へ国
書
〉
シ
､

1
点

｢飯
塚
甚
五
郎
｣
(墨
)

(国
書
)
テ
､

一
点

｢飯
塚
甚
太
｣
(鉛
筆
)

(国
書
)
テ
､

1
点

｢長
沢
｣
(鉛
筆
)

(国
書
)
テ
､

一
点

｢新
潟
麻
中
頚
城
郡
長
沼
村
/
飯
塚
キ
ヨ
子
｣
(塞
)

(国
書
)
ナ
､

一
点

｢小
池
吉
隆
｣
(塞
)

(国
書
)
ヌ
､

1
点

｢明
治
十
六
年

山
月
求
之
/
富
津
宗
膏
用
｣
(墨
)

へ国
書
)
7
､

i
点

｢七
信
郎
｣
(畢

(国
書
)
ホ~
'

一
点

｢竹
沢
て
ふ
｣
(塞
)

(国
書
)
村
､

1
点

｢小
池
膏
隆
持
主
｣
(畢

(国
書
)
村
､

一
点

｢七
倍
郎
書
籍
也
｣
(鉛
筆
)

(国
書
)
村
'

言

…

｢妙
高
村
大
字
田
切
/
小
島
常
太
郎
｣
(栄
)

(国
書
)
F
'

1
点

｢新
井
町
文
進
堂
ヨ
リ
講
求
/

(訂
正
)
明
治
四
拾
参
年
壱
円
請
求

/
水
原
村
大
字
上
中
塚
/霊

丁
恩
田
謹
次
郎
/
中

頚
城
郡
妙
高
村
大
字
田
切
/
小
嶋
常
太
郎
｣
(塞
)

(国
書
V
Tで

一
点

｢小
島
常
太
郎
｣
(鉛
筆
)

(国
書
V
TF
r
一
点

｢渡
辺
登
出
席
届
｣
(塞
)

へ漢
籍
)
引
'
一
点

右
に
よ
り
､
お
よ
そ
次
下
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

I
t

｢目
録
｣
に
登
載
さ
れ
た
文
献
数
は
､
漢
籍

1
〇
二
点

･
国
書
五

六
点
の
計

一
五
八
点
で
あ
る
が
'
こ
の
う
ち
明
治
以
降
に
出
版
さ
れ

た
も
の
は
､
漢
籍
二
点

･
国
書

〓
ハ
点
で
あ
っ
て
､
ほ
と
ん
ど
は
そ

れ
以
前

(江
戸
時
代
)
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

2
､
そ
れ
に
対
し
て
､
｢目
録
｣
に
登
載
さ
れ
な
い
文
献
は
全
部
で
三

二
点
で
あ
る
が
'
こ
の
う
ち
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
は
僅
か

=-一

に
三

点
で
あ
っ
て
､
残
る
二
九
点
は
明
治
以
降
の
出
版
で
あ
る
O
大

半
は
教
科
書
の
類
と
見
ら
れ
る
｡

3
､
ま
ず
蔵
書
印
に
着
目
す
る
と
､
｢日
録
｣
に
登
載
さ
れ
た
文
献
に

お
い
て
は
､
漢
籍

一
〇
二
点
中
の
八
九
点

(八
七

･
三
%
)､
国
書

五
六
点
中
の
五
1
点

(九

一
二

%
)
の
如
-
､
か
な
-
の
高
率
で

印
記
が
認
め
ら
れ
る
｡
印
記
の
種
類
は
'
｢崇
徳
館
｣
｢長
岡
藩
囲
漠
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学
校
｣
｢長
岡
藩
洋
学
校
｣
｢長
岡
藩
兵
畢
校
｣
｢長
岡
小
学
校
｣
｢新

潟
聯
古
志
郡
高
等
科
長
岡
小
学
校
印
｣
｢第
六
大
学
慣
新
潟
願
管
内

第
三
中
学
慣
公
立
第
二
十
番
小
学
｣
｢新
潟
牌
第
七
中
学
償
萱
小
学

慣
公
立
小
畢
阪
上
校
｣
｢新
潟
豚
管
内
古
志
郡
公
立
小
筆
第

一
番
阪

上
校
｣
｢新
潟
輝
古
志
郡
尋
常
科
阪
之
上
小
畢
校
印
｣
｢長
岡
阪
之
上

小
筆
校
囲
審
｣
な
ど
'
長
岡
藩
校
崇
徳
館
か
ら
阪
之
上
小
学
校

(長

l1=I

岡
本
町
小
学
校
を
含
む
)
ま
で
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
'
そ
れ
以
外
の
戒
番
印

｢師
範
学
教
場
圏

蕃
之
印
｣
｢施
政
局
印
｣
｢長
岡
市
立
中
学
校
｣
も
僅
か

(三
点
)
に

看
取
さ
れ
た
｡
複
数
の
公
的
機
関
蔵
書
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
は
七

点
､
す
な
わ
ち

『呂
氏
春
秋
』
(日
録
番
号
EB
)
に

｢崇
徳
館
｣
｢長

岡
小
畢
校
印
｣
､
『春
秋
左
氏
博
欄
』
(同
3
)
･
『論
語
』
(同
E3
)
に

｢長
岡
藩
囲
漠
畢
校
蘭
書
｣
｢長
岡
小
学
校
印
｣
'
『小
学
』
(同

77
)

に

｢長
岡
藩
囲
漢
学
校
蘭
書
｣
｢長
岡
市
立
中
畢
校
｣
'
『日
本
外
史
』

(同
217
)
に
｢長
岡
藩
兵
撃
校
｣
｢長
岡
小
畢
校
印
｣
'
『日
本
立
志
編
』

(同
2-6
)
に

｢新
潟
願
古
志
郡
高
等
科
長
岡
小
畢
校
印
｣
｢新
潟
牒

古
志
郡
尋
常
科
阪
之
上
小
学
校
印
L
t
『清
三
鑑
易
知
録
』
(同
63
)

に

｢新
潟
嚇
管
内
古
志
郡
公
立
小
畢
第

i
番
阪
上
校
｣
｢師
範
学
教

場
圏
蓉
之
印
｣
が
認
め
ら
れ
た
｡
個
人
の
蔵
書
印
も
多
-
鎗
わ
れ
る

が
､
他
の
蔵
書
印
と
重
複
し
て
捺
さ
れ
た
も
の
が
多
い
｡
大
半
は
前

掲
の
公
的
機
関
蔵
書
印
と
共
に
押
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
､
個
人

の
蔵
書
印
の
み
が
捺
さ
れ
た
も
の
は
九
点
に
過
ぎ
な
い
｡
個
人
の
も

の
の
中
で
は

｢秋
山
｣
氏
が
最
も
多
-
､
全
部
で
一
〇
点
か
ら
看
取

さ
れ
た
o
ま
た
､
印
記
の
全
-
な
い
も
の
も

1
八
点
認
め
ら
れ
る
が
'

多
く
は
不
揃
い
本
で
'
元
来
は
印
記
が
存
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ

る
｡
右

｢目
録
｣
登
載
文
献
中
の
角
筆
文
献
発
見
点
数
は
九
点
で
あ

る
｡

4
､
こ
れ
に
対
し
て
'
｢日
録
｣
に
登
載
さ
れ
な
い
文
献
の
蔵
書
印
は
､

三
二
点
中
の
1
七
点

(五
三

･
1
%
)
に
見
出
さ
れ
る
が
'
そ
の
比

率
は
か
な
り
低
い
｡印
記
が
全
く
存
し
な
い
も
の
は

一
五
点
に
上
る
｡

｢目
録
｣
登
載
の
文
献
に
見
ら
れ
た

｢長
岡
藩
囲
漠
撃
校
圏
番
｣

｢長
岡
藩
浮
草
枚
｣
｢長
岡
小
学
校
印
｣
｢新
潟
麟
古
志
郡
高
等
科
長

岡
小
撃
校
之
印
｣
は
少
な
-
､
そ
れ
ぞ
れ

一
点
ず
つ
に
過
ぎ
な
か
っ

た
｡
と
-
わ
け

｢崇
徳
館
｣
の
印
記
は
全
-
見
出
せ
な
か
っ
た
｡
逆

に
'
前
者
か
ら
は

1
点
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
'
外
部
の
古
志
郡
乙

(9}

書
村
立
乙
舌
小
学
校
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

｢新
潟
駆
古
志

郡
村
立
乙
膏
尋
常
小
畢
校
印
｣
｢乙
書
校
印
｣
の
如
き
印
記
が
'
合

計
六
点
に
看
取
さ
れ
た
｡
個
人
蔵
書
印

(九
種
)
の
う
ち
､
前
者
と

重
な
る
も
の
は

｢吟
味
｣
の
黒
印

l
種
の
み
だ
っ
た
.
偶
然
の
1
致

か
も
し
れ
な
い
が
'
｢吟
味
｣
の
黒
印
が
認
め
ら
れ
た
四
点
は
何
れ

も
漢
籍
で
あ
っ
て
'
す
べ
て
か
ら
角
筆
が
発
見
さ
れ
た
｡
｢日
録
｣

に
登
載
さ
れ
な
い
文
献
中
の
角
筆
文
献
発
見
点
数
は
'
こ
の
四
点
で

あ
る
｡

5
'
伝
来
の
番
人
に
着
目
す
る
と
､
｢目
録
｣
に
登
載
さ
れ
た
も
の
に

は
番
人
が
少
な
い
｡
た
だ
､
『詩
経
』
(日
録
番
号
17
)
に
は

｢時
是

寛
政
七
卯
春
三
月
求
之
｣
｢秋
山
左
内
｣
の
如
-
に
墨
書
の
喜
入
が

存
し
､
更
に

｢秋
山
｣
氏
の
蔵
書
印
と
共
に

｢長
岡
藩
囲
漠
学
校
園

音
｣
の
宋
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
-
､
同
資
料
が
長
岡
藩
士
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と
目
さ
れ
る
秋
山
左
内
が
寛
政
七
年

二

七
九
五
二
二
月
に
購
入
し
､

そ
の
後
国
漠
学
校
の
所
有
に
帰
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ

る
｡

6
､
こ
れ
に
対
し
て
､
｢目
録
｣
に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
か
ら
は
､
先

述
の
乙
書
小
学
校
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
す

｢乙
吉
小
拳
校
｣

｢乙
書
校
｣
｢乙
膏
校
用
｣
の
宋
音
が
見
出
さ
れ
る
ほ
か
､
中
越
の

古
志
郡

二
二
島
郡
な
ど
を
中
心
に
､
上
越
の
中
頚
城
郡
､
速
-
は
下

越
の
大
形
村
海
老
ケ
瀬

(規
新
潟
市
)
に
居
住
す
る

一
般
人
の
手
に

あ

っ
た
文
献
ま
で
も
が
､幅
広
-
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

っ
た
｡

以
上
を
要
す
る
に
'
｢日
録
｣
に
登
戟
さ
れ
た
も
の
は
'
旧
長
岡
藩

か
ら
伝
わ
る
文
献
や
､
そ
れ
と
深
-
関
わ
る
文
献
を
中
核
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
､
｢目
録
｣
に
登
載
さ
れ
な
い
も
の
は
､
大
部
分
が
周
辺

か
ら
後
々
収
集
し
た
も
の
で
'
｢目
録
｣
作
成
後
に
阪
之
上
小
学
校
に

所
蔵
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
｡
(し
た
が
っ

て
'
よ
-
厳
密
に
'
来
歴
を
重
視
し
た
考
察
を
行
う
と
す
れ
ば
'
両
者

は
区
別
し
て
､
よ
り
細
分
化
し
て
取
-
扱
う
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
｡)し

か
し
な
が
ら
､
角
筆
文
献
の
発
見
比
率
は
'
｢目
録
｣
に
登
載
さ

れ
た
も
の
が

l
五
六
点
中
の
九
点

(五

･
八
%
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
'

登
載
さ
れ
な
い
も
の
は
三
二
点
呼
の
四
点

二

二

･
五
%
)
に
上
り
､

後
者
の
方
が
二
倍
以
上
の
高
率
で
あ

っ
た
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
長
岡
を

中
心
と
し
た
中
越
地
域
に
お
い
て
は
'江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
'

武
士
階
級
か
ら

l
投
の
庶
民
に
至
る
ま
で
､
広
汎
に
角
筆
を
使
用
し
た

こ
と
は
明
か
で
あ
る
｡
就
中
'
明
治
二
〇
年

二

八
八
七
)
刊
の

『尋

常
小
学
諸
本
』
(仮
番
号
ホ
)
や
､
同
三
四
年

二

九

〇
一
)
刊
の

『訂

正
新
帝
帝
国
諸
本
修
正
』

(同

へ
)
か
ら
角
筆
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に

徹
し
て
､
お
そ
ら
-
民
間
人
の
手
に
よ
っ
て
､
明
治
の
半
ば
過
ぎ
ま
で

角
筆
に
よ
る
加
点

･
番
人
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
｡

注
T

)
今
井
元
彦
等
編

｢漢
籍
整
理
と
研
究
｣
第
四
号
､
九
四
年
二
月
二

〇
日
｡

(2
)

｢目
録
｣
の
分
類
に
従
え
ば
､
漢
籍

一
〇
1
点
'
国
書
五
三
点
､

補
遺
四
点
､合
計

一
五
八
点
が
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
､

序
文
に
は

｢今
回
こ
の
目
録
に
お
さ
め
た
書
物
の
総
数
｣
は

｢漢

籍

1
0
1
点
｣
と

｢国
書
五
四
点
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
て
､
数
値

に
若
干
の
甑
齢
が
見
ら
れ
る
｡

(3
)

｢目
録
｣
編
者
の
漢
籍
研
究
会
に
よ
る
調
査
は
､
九

〇
年
九
月

二
九
日
か
ら
始
ま
り
九
三
年
四
月
二
日
に
完
了
す
る
ま
で
､
合
計

九
日
間
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
そ
の
最
終
日
は
私
ど
も
の
調
査

の
僅
か
四
年
八
ケ
月
前
で
あ
る
の
で
､
三
二
点
が
そ
の
後
の
収
蔵

図
書
と
す
れ
ば
'
こ
の
間
に
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
｡

た
だ
'
殖
栗
教
頭

(当
時
)
の
直
話
で
は
､
そ
の
間
の
事
情
に
つ

い
て
は
阪
之
上
小
学
校
は
全
-
関
知
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ

っ
た
の
で
'
残
念
な
が
ら
詳
細
は
未
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡

(4
)
拙
稿

｢角
筆
文
献
発
掘
調
査
研
究
の
指
針
を
求
め
て
-
斬
渇
大
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学
附
属
図
書
館
佐
野
文
庫
悉
皆
調
査
-
｣
(平
成
九
I

i
一
年
度

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

･
研
究
成
果
報
告
書
)
二
〇
〇
〇
年
三

月

i
日
｡

(5
)
注

(4
)
文
献
'

一
九
九
-
二
〇
〇
頁
参
照
｡

(6
)
注

(4
)
文
献
､
二
〇
〇
頁
､
お
よ
び

｢佐
野
文
庫
の
角
筆
文

献
-

『古
学
二
千
文
』
を
資
料
と
し
て

(上
)
(下
)
-
｣
(｢新

潟
大
学
図
書
館
だ
よ
-
｣
八
四

･
八
五
号
'
九
九
年
三
月
三

一
日
'

七
月

二

一日
)
参
照
｡

(7
)
仮
番
号
ク

･
ハ
に
つ
い
て
は
､
刊
記
に
よ
-
江
戸
時
代
に
出
版

さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
｡
ミ
は
推
定
に
よ
る
｡

(8
)
阪
之
上
小
学
校
は
､
国
漠
学
校
か
ら
長
岡
小
学
校
な
ど
様
々
な

名
称
を
経
て
阪
之
上
小
学
校
と
な
り
､
明
治
二
五
年

二

八
九
二
)

に
一
旦
長
岡
本
町
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
後
'
明
治
三
四
年

(
〟

九
〇
二

に
長
岡
阪
之
上
尋
常
高
等
小
学
校
へ
明
治
三
九
年

二

九
〇
六
)
に
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
と
な
っ
た
｡

(9
)
乙
膏
小
学
校
は
､
昭
和
五
四
年

(
一
九
七
九
)
長
岡
市
立
清
瀬

小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
｡

[後
登

本
稿
は
'

1
九
九
八
年
八
月

二

日
に
広
島
大
学
文
学
部
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
角
筆
研
究
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
に
基
づ
き
､
大
幅

に
加
除

･
訂
正
を
行
っ
て
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡

大
橋
勝
男
先
生
の
退
官
記
念
号
の
今
号
に
は
'
当
初
は
本
来
の
専
門

で
あ
る
と
こ
ろ
の
､
和
化
漢
文
に
関
す
る
も
の
を
投
稿
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
､
昨
秋
以
降
我
が
家
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
う
ち
続
い
た
た
め

に
時
間
的
余
裕
が
な
-
な
-
'
急
速
第
二
の
専
門
た
る
角
筆
に
関
す
る

小
論
に
差
し
替
え
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
結
果
､
大
橋
先
生
の
ご
専
門
で

あ
る
新
潟
県
の
方
言
に
'
僅
か
に
微
か
に
触
れ
る
内
容
と
な
っ
た
こ
と

は
'
怪
我
の
功
名
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡

大
橋
先
生
の
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
と
､
大
方
の
御
批
正
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
｡(二

〇
〇
三
年

1
月

一
五
日
成
稿
)

(新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
)




